
(57)【要約】
　
【課題】産業廃棄物等を原料として多く使用することができるとともに、練り混ぜ後の流
動性が良好で、かつ、硬化後の強度発現性及び耐久性が良好なセメント質硬化体を製造す
ることができるセメント組成物を提供する。
【解決手段】セメントクリンカー粉末及び石膏を含有し、該セメントクリンカー粉末は 4C
aO・ Al2 O3・ Fe2 O3量が 12～ 40質量％であるセメント組成物。
　上記セメントクリンカー粉末においては、 3CaO・ SiO2量が 36～ 80質量％であることが好
ましい。
　上記セメント組成物においては、石膏の含有量は SO3換算で 0.5～ 30質量％であることが
好ましい。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 セ メ ン ト ク リ ン カ ー 粉 末 及 び 石 膏 を 含 有 し 、 該 セ メ ン ト ク リ ン カ ー 粉 末 は 4CaO・ Al 2 O 3
・ Fe 2 O 3 量 が 12～ 40質 量 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る セ メ ン ト 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 セ メ ン ト ク リ ン カ ー 粉 末 の 3CaO・ SiO 2 量 が 36～ 80質 量 ％ で あ る 請 求 項 １ 記 載 の セ メ ン ト
組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 石 膏 の 含 有 量 が 、 SO 3 換 算 で 0.5～ 30質 量 ％ で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の セ メ ン ト 組 成
物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 さ ら に 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の セ メ ン ト 組 成 物
。
【 請 求 項 ５ 】
　 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 含 有 量 が 、 0.5～ 30質 量 ％ で あ る 請 求 項 ４ 記 載 の セ メ ン ト 組 成 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 産 業 廃 棄 物 等 を 原 料 と し て 多 く 使 用 す る こ と が で き る と と も に 、 練 り 混 ぜ 後
の 流 動 性 が 良 好 で 、 か つ 、 耐 久 性 （ 耐 硫 酸 塩 性 ） が 良 好 な セ メ ン ト 質 硬 化 体 を 製 造 す る こ
と が で き る セ メ ン ト 組 成 物 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 セ メ ン ト 産 業 で は 古 く か ら 原 燃 料 に 産 業 廃 棄 物 あ る い は 一 般 廃 棄 物 を 用 い て い る 。 一 般
に セ メ ン ト の 原 料 と し て 使 用 で き る 廃 棄 物 は 、 Al 2 O 3 成 分 に 富 ん だ も の で あ り 、 粘 土 代 替
原 料 と し て 使 用 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 こ の 廃 棄 物 原 料 の 使 用 量 を 増 大 す る と 、 セ メ ン
ト ク リ ン カ ー 中 の ア ル ミ ネ ー ト 系 化 合 物 で あ る 3CaO・ Al 2 O 3 (以 降 、 C 3 Aと 称 す )が 増 大 す る
こ と に な る （ 特 許 文 献 １ 、 ２ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ５ ２ ５ １ ６
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ６ ２ ５ ４ ８
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 特 許 文 献 １ 、 ２ に 記 載 の セ メ ン ト 組 成 物 は 、 セ メ ン ト ク リ ン カ ー 中 に C 3 Aを 15質 量
％ ま で 含 有 す る も の で あ る が 、 近 年 、 資 源 循 環 型 社 会 の 構 築 の 機 運 が 高 ま り 、 産 業 廃 棄 物
や 一 般 廃 棄 物 等 の 使 用 量 の さ ら な る 増 大 が 望 ま れ て お り 、 セ メ ン ト ク リ ン カ ー 中 の C 3 A量
が よ り 多 く な る こ と が 予 想 さ れ る 。
　 し か し 、 セ メ ン ト ク リ ン カ ー 中 の C 3 A量 が 多 く な る と 、 所 定 の 流 動 性 を 得 る に は 、 減 水
剤 を 多 量 に 使 用 す る 必 要 が あ り 、 し か も 流 動 性 の 経 時 変 化 が 大 き く な る と い う 問 題 が あ る
。 ま た 、 減 水 剤 を 多 量 に 使 用 す る 結 果 、 強 度 発 現 性 や 耐 久 性 が 低 下 す る と い う 問 題 も あ る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 実 状 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 産 業 廃 棄 物 等 を 原 料 と し て 多
く 使 用 す る こ と が で き る と と も に 、 練 り 混 ぜ 後 の 流 動 性 が 良 好 で 、 か つ 、 強 度 発 現 性 や 耐
久 性 が 良 好 な セ メ ン ト 質 硬 化 体 を 製 造 す る こ と が で き る セ メ ン ト 組 成 物 を 提 供 す る こ と を
目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の セ メ ン ト 組 成 物 は 、 セ メ ン ト ク リ ン カ ー 粉 末 及 び
石 膏 を 含 有 し 、 該 セ メ ン ト ク リ ン カ ー 粉 末 は 4CaO・ Al 2 O 3 ・ Fe 2 O 3 量 が 12～ 40質 量 ％ で あ る
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こ と を 特 徴 と す る （ 請 求 項 １ ） 。 か か る 発 明 （ 請 求 項 １ ） に よ れ ば 、 産 業 廃 棄 物 を 有 効 利
用 す る こ と が で き る と と も に 、 練 り 混 ぜ 後 の 流 動 性 が 良 好 で 、 か つ 、 硬 化 後 の 強 度 発 現 性
や 耐 久 性 を 良 好 な も の と す る こ と が で き る 。
　 上 記 発 明 に お い て は 、 セ メ ン ト ク リ ン カ ー 粉 末 の 3CaO・ SiO 2 量 は 36～ 80質 量 ％ で あ る こ
と （ 請 求 項 ２ ） 、 石 膏 の 含 有 量 は SO 3 換 算 で 0.5～ 30質 量 ％ で あ る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項
３ ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の セ メ ン ト 組 成 物 に お い て は 、 さ ら に 炭 酸 カ ル シ ウ ム を 含 有 す る こ と が 好
ま し く （ 請 求 項 ４ ） 、 そ の 含 有 量 は 0.5～ 30質 量 ％ で あ る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ５ ） 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の セ メ ン ト 組 成 物 に よ れ ば 、 産 業 廃 棄 物 等 を 原 料 と し て 多 く 使 用 す る こ と が で き
る と と も に 、 練 り 混 ぜ 後 の 流 動 性 が 良 好 で 、 か つ 、 硬 化 後 の 強 度 発 現 性 や 耐 久 性 が 良 好 な
セ メ ン ト 質 硬 化 体 を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 本 発 明 の セ メ ン ト 組 成 物 は 、 セ メ ン ト ク リ ン カ ー 原 料 と し て 、 一 般 の ポ ル ト ラ ン ド セ メ
ン ト ク リ ン カ ー 原 料 、 す な わ ち 石 灰 石 、 生 石 灰 、 消 石 灰 等 の CaO原 料 、 珪 石 、 粘 土 等 の SiO

2 原 料 、 粘 土 等 の Al 2 O 3 原 料 、 鉄 滓 、 鉄 ケ ー キ 等 の Fe 2 O 3 原 料 の 他 に 、 産 業 廃 棄 物 や 一 般 廃
棄 物 、 さ ら に は 建 設 発 生 土 を 使 用 す る こ と が で き る 。 産 業 廃 棄 物 と し て は 、 例 え ば 、 生 コ
ン ス ラ ッ ジ 、 各 種 汚 泥 （ 例 え ば 、 下 水 汚 泥 、 浄 水 汚 泥 、 建 設 汚 泥 、 製 鉄 汚 泥 等 ） 、 建 設 廃
材 、 コ ン ク リ ー ト 廃 材 、 ボ ー リ ン グ 廃 土 、 各 種 焼 却 灰 （ 例 え ば 、 石 炭 灰 、 焼 却 飛 灰 、 溶 融
飛 灰 等 ） 、 鋳 物 砂 、 ロ ッ ク ウ ー ル 、 廃 ガ ラ ス 、 高 炉 ２ 次 灰 等 が 挙 げ ら れ る 。 一 般 廃 棄 物 と
し て は 、 例 え ば 、 下 水 汚 泥 乾 粉 、 都 市 ご み 焼 却 灰 、 貝 殻 等 が 挙 げ ら れ る 。 建 設 発 生 土 と し
て は 、 建 設 現 場 や 工 事 現 場 等 か ら 発 生 す る 土 壌 や 残 土 、 さ ら に は 廃 土 壌 等 が 挙 げ ら れ る 。
セ メ ン ト ク リ ン カ ー の 原 料 と し て 、 産 業 廃 棄 物 や 一 般 廃 棄 物 、 建 設 発 生 土 を 使 用 す る こ と
は 、 廃 棄 物 の 有 効 利 用 を 促 進 さ せ る こ と が で き 好 ま し い こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 セ メ ン ト ク リ ン カ ー 粉 末 中 の 4CaO・ Al 2 O 3 ・ Fe 2 O 3 (以 降 、 C 4 AFと 称 す )量 は 、 12～ 40質 量
％ 、 好 ま し く は 16～ 40質 量 ％ 、 よ り 好 ま し く は 17～ 35質 量 ％ で あ る 。 本 発 明 に お い て は 、
セ メ ン ト ク リ ン カ ー 粉 末 中 の C 4 AF量 を 多 く す る こ と に よ り 、 相 対 的 に C 3 A量 を 少 な く す る
も の で あ る 。 セ メ ン ト ク リ ン カ ー 粉 末 中 の C 4 AF量 が 12質 量 ％ 未 満 で は 、 産 業 廃 棄 物 や 一 般
廃 棄 物 、 建 設 発 生 土 等 を ク リ ン カ ー 原 料 と し て 使 用 し た 場 合 、 セ メ ン ト ク リ ン カ ー 粉 末 中
の C 3 A量 を 少 な く す る こ と が 困 難 と な り 、 所 定 の 流 動 性 を 得 る に は 、 減 水 剤 を 多 量 に 使 用
す る 必 要 が あ り 、 し か も 流 動 性 の 経 時 変 化 が 大 き く な る 。 ま た 、 減 水 剤 を 多 量 に 使 用 す る
結 果 、 強 度 発 現 性 や 耐 久 性 が 低 下 す る お そ れ が あ る 。 そ の た め 、 産 業 廃 棄 物 や 一 般 廃 棄 物
、 建 設 発 生 土 等 の ク リ ン カ ー 原 料 と し て の 使 用 量 を 少 な く す る 必 要 が あ り 、 廃 棄 物 処 理 の
観 点 か ら 好 ま し く な い 。 C 4 AF量 が 40質 量 ％ を 超 え る 場 合 、 セ メ ン ト ク リ ン カ ー に 必 要 な 成
分 で あ る 3CaO・ SiO 2 (以 降 、 C 3 Sと 称 す )、 2CaO・ SiO 2 (以 降 、 C 2 Sと 称 す )、 C 3 Aが 適 正 量 得
ら れ 難 く な り 、 流 動 性 の 低 下 や 耐 久 性 の 低 下 が 懸 念 さ れ る た め 、 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 硬 化 後 の 強 度 発 現 性 や 耐 久 性 か ら 、 セ メ ン ト ク リ ン カ ー 粉 末 中 の C 3
S量 は 、 36～ 80質 量 ％ で あ る こ と が 好 ま し く 、 よ り 好 ま し く は 40～ 70質 量 ％ で あ る 。 C 3 S量
が 36質 量 ％ 未 満 で は 、 硬 化 後 の 強 度 発 現 性 や 耐 久 性 が 低 下 す る お そ れ が あ る 。 C 3 S量 が 80
質 量 ％ を 超 え る と 、 ク リ ン カ ー の 大 量 生 産 が 困 難 と な る 。
　 な お 、 本 発 明 に お い て 、 セ メ ン ト ク リ ン カ ー 粉 末 中 の C 2 S、 C 3 Aの 好 ま し い 量 は 、 C 2 Sが
　 5～ 30質 量 ％ 、 よ り 好 ま し く は 10～ 25質 量 ％ 、 C 3 Aが 12質 量 ％ 以 下 、 よ り 好 ま し く は 4～ 1
0質 量 ％ で あ る 。
　 な お 、 本 発 明 に お い て 、 セ メ ン ト ク リ ン カ ー 粉 末 中 の C 4 AF、 C 3 S、 C 2 S、 C 3 A量 は 、 ボ ー
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グ 式 に よ り 算 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 セ メ ン ト ク リ ン カ ー 粉 末 の ブ レ ー ン 比 表 面 積 は 、 2500～ 4500cm 2 /gで あ る こ と が 好 ま し
く 、 3000～ 4000cm 2 /gで あ る こ と が よ り 好 ま し い 。 ブ レ ー ン 比 表 面 積 が 2500cm 2 /g未 満 で は
、 セ メ ン ト ク リ ン カ ー 粉 末 の 反 応 性 が 小 さ く 、 セ メ ン ト 質 硬 化 体 の 強 度 発 現 性 及 び 耐 久 性
が 低 下 す る お そ れ が あ る 。 ま た 、 ブ レ ー ン 比 表 面 積 が 4500cm 2 /gを 超 え る と 、 粉 砕 に 手 間
が か か る う え 、 練 り 混 ぜ 後 の 流 動 性 や 作 業 性 が 低 下 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 石 膏 と し て は 、 例 え ば 、 二 水 石 膏 、 半 水 石 膏 、 無 水 石 膏 等 が 挙 げ ら れ 、 こ れ ら を 単 独 で
使 用 し て も よ い し 、 ２ 種 以 上 を 適 宜 混 合 し て 使 用 し て も よ い 。 こ の 石 膏 と し て 、 産 業 廃 棄
物 と し て の 排 煙 脱 硫 石 膏 、 廃 石 膏 ボ ー ド 、 リ ン 酸 石 膏 等 を 使 用 し て も よ い し 、 天 然 に 産 出
さ れ る 石 膏 を 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 石 膏 の ブ レ ー ン 比 表 面 積 は 、 2500～ 15000cm 2 /gで あ る こ と が 好 ま し い 。 ブ レ ー ン 比 表 面
積 が 2500cm 2 /g未 満 で は 、 石 膏 の 反 応 性 が 小 さ く 、 セ メ ン ト 質 硬 化 体 の 強 度 発 現 性 及 び 耐
久 性 が 低 下 す る お そ れ が あ る 。 ま た 、 ブ レ ー ン 比 表 面 積 が 15000cm 2 /gを 超 え る と 、 練 り 混
ぜ 後 の 流 動 性 や 作 業 性 が 低 下 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の セ メ ン ト 組 成 物 に お い て は 、 石 膏 の 含 有 量 は 、 セ メ ン ト ク リ ン カ ー 粉 末 及 び 石
膏 （ SO 3 換 算 ） の 合 量 に 対 し て 、 SO 3 換 算 で 0.5～ 30質 量 ％ で あ る こ と が 好 ま し く 、 特 に 、
セ メ ン ト ク リ ン カ ー 粉 末 中 の C 3 A量 に 応 じ て 、 石 膏 量 （ SO 3 換 算 ） ＝ セ メ ン ト ク リ ン カ ー 粉
末 中 の C 3 A量 × 0.1～ 1.0（ 質 量 ％ ） と な る 量 に す る こ と が 好 ま し い 。
　 石 膏 の 配 合 量 が 上 記 範 囲 未 満 で あ る と 、 セ メ ン ト 質 硬 化 体 の 強 度 発 現 性 及 び 耐 久 性 が 低
下 す る お そ れ が あ り 、 上 記 範 囲 を 超 え る と 、 セ メ ン ト 質 硬 化 体 の 膨 張 に 伴 い 強 度 発 現 性 が
低 下 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の セ メ ン ト 組 成 物 に お い て は 、 さ ら に 炭 酸 カ ル シ ウ ム を 含 有 す る こ と が 好 ま し い
。 炭 酸 カ ル シ ウ ム を 含 有 す る こ と に よ り 、 セ メ ン ト 質 硬 化 体 の 強 度 発 現 性 が 向 上 す る う え
、 耐 久 性 （ 特 に 耐 硫 酸 塩 性 ） を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
　 炭 酸 カ ル シ ウ ム と し て は 、 例 え ば 、 工 業 用 炭 酸 カ ル シ ウ ム 粉 末 、 石 灰 石 粉 末 等 を 使 用 す
る こ と が で き る が 、 石 灰 石 粉 末 を 使 用 す る の が 安 価 で あ り 好 ま し い 。 石 灰 石 粉 末 は 、 天 然
原 料 で あ る 石 灰 石 を 粉 砕 し て （ 必 要 に 応 じ て 、 乾 燥 ・ 分 級 を 行 っ て ） 製 造 さ れ る も の で あ
る 。 ま た 、 そ の 他 の 炭 酸 カ ル シ ウ ム と し て 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム を 主 成 分 と す る 貝 殻 、 サ ン ゴ
等 の 粉 砕 物 又 は そ の 加 工 物 を 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 炭 酸 カ ル シ ウ ム の ブ レ ー ン 比 表 面 積 は 、 2000～ 10000cm 2 /gで あ る こ と が 好 ま し い 。 ブ レ
ー ン 比 表 面 積 が 2000cm 2 /g未 満 で は 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 反 応 性 が 小 さ く 、 セ メ ン ト 質 硬 化
体 の 強 度 発 現 性 及 び 耐 久 性 を 向 上 さ せ る 効 果 が 小 さ い 。 ブ レ ー ン 比 表 面 積 が 10000cm 2 /gを
超 え る も の は 、 入 手 が 困 難 で あ る う え 、 練 り 混 ぜ 後 の 流 動 性 や 作 業 性 が 低 下 す る お そ れ が
あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 好 ま し い 配 合 比 と し て は 、 セ メ ン ト ク リ ン カ ー 粉 末 、 石 膏 （ SO 3 換 算
） 及 び 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 合 量 に 対 し て 、 0.5～ 30質 量 ％ で あ る こ と が 好 ま し く 、 特 に 、 セ
メ ン ト ク リ ン カ ー 粉 末 中 の Al 2 O 3 及 び Fe 2 O 3 量 に 応 じ て 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 量 ＝ セ メ ン ト ク リ
ン カ ー 粉 末 中 の (Al 2 O 3 ＋ Fe 2 O 3 )量 × 0.1～ 1.0（ 質 量 ％ ） と な る 量 に す る こ と が 好 ま し い 。
　 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 配 合 量 が 上 記 範 囲 未 満 で あ る と 、 セ メ ン ト 質 硬 化 体 の 強 度 発 現 性 及 び
耐 久 性 を 向 上 さ せ る 効 果 が 小 さ い 。 上 記 範 囲 を 超 え る と 、 セ メ ン ト 質 硬 化 体 の 強 度 発 現 性
が 低 下 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の セ メ ン ト 組 成 物 の 製 造 方 法 は 、 特 に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 た と え ば 、
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(1)セ メ ン ト ク リ ン カ ー の 粉 砕 時 に 石 膏 （ お よ び 炭 酸 カ ル シ ウ ム ） を 添 加 す る 方 法 、
(2)セ メ ン ト ク リ ン カ ー と 石 膏 の 粉 砕 物 に 炭 酸 カ ル シ ウ ム を 後 添 加 す る 方 法 、
(3)セ メ ン ト ク リ ン カ ー 粉 砕 物 に 石 膏 （ お よ び 炭 酸 カ ル シ ウ ム ） を 後 添 加 す る 方 法
等 が あ げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の セ メ ン ト 組 成 物 を 、 常 法 に よ り 骨 材 、 減 水 剤 及 び 水 と と も に ミ キ サ ー に 投 入 し
て 練 り 混 ぜ 、 そ の 練 り 混 ぜ 物 を 水 中 養 生 や 蒸 気 養 生 等 す る こ と で 、 セ メ ン ト 質 硬 化 体 を 得
る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 実 施 例 に よ り 本 発 明 を 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は 下 記 の 実 施 例 に 何 ら 限 定 さ
れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
１ ． セ メ ン ト ク リ ン カ ー 粉 末 の 製 造
　 普 通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト ク リ ン カ ー 製 造 用 原 料 で あ る 石 灰 石 粉 、 粘 土 、 鉄 原 料 及 び 表
１ に 示 す 乾 燥 し た 都 市 ゴ ミ 焼 却 灰 を 配 合 し て 成 分 調 整 し た 原 料 を 、 ロ ー タ リ ー キ ル ン を 用
い て 1300～ 1450℃ で 焼 成 し た 。 得 ら れ た ク リ ン カ ー は ブ レ ー ン 比 表 面 積 が 3200± 50cm 2 /g
に な る よ う 粉 砕 し た 。 得 ら れ た セ メ ン ト ク リ ン カ ー 粉 末 の 鉱 物 組 成 （ ボ ー グ 式 よ り 算 出 ）
を 表 ２ に 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ４ 】
２ ． セ メ ン ト 組 成 物 の 製 造
　 上 記 セ メ ン ト ク リ ン カ 粉 末 100質 量 部 に 対 し 、 ブ レ ー ン 比 表 面 積 6000cm 2 /gの 無 水 石 膏 お
よ び ブ レ ー ン 比 表 面 積 5300cm 2 /gの 石 灰 石 粉 末 （ 炭 酸 カ ル シ ウ ム 含 有 量 97質 量 ％ ） を 表 ３
に 示 す 混 合 量 に 従 っ て 添 加 ・ 混 合 し て セ メ ン ト 組 成 物 を 製 造 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ６ 】
３ ． モ ル タ ル 試 験
（ １ ） 流 動 性
　 表 ３ の 各 セ メ ン ト 組 成 物 、 ポ リ カ ル ボ ン 酸 系 高 性 能 減 水 剤 (Ｎ Ｍ Ｂ 社 製 レ オ ビ ル ド SP-8H
U)、 小 笠 陸 砂 (F.M.2.73、 絶 乾 比 重 2.57、 吸 水 率 1.7％ )お よ び 水 道 水 を 、 水 ／ セ メ ン ト 比
が 0.3(質 量 比 )、 高 性 能 減 水 剤 ／ セ メ ン ト 比 が 0.003(質 量 比 )の 条 件 で ホ バ ー ト ミ キ サ ー に
投
入 し て 、 120秒 間 低 速 で 練 り 混 ぜ て モ ル タ ル を 調 製 し た 。 該 モ ル タ ル の フ ロ ー 値 (練 り 混 ぜ
直 後 、 30分 経 過 後 お よ び 60分 経 過 後 )を 「 JIS R 5201」 に 準 じ て 測 定 し た 。
　 そ の 結 果 を 表 ４ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 表 ４ よ り 、 実 施 例 １ ～ ２ の セ メ ン ト 組 成 物 で は 、 流 動 性 が 良 好 で あ る こ と が 確 認 さ れ た
。 一 方 、 比 較 例 １ の セ メ ン ト 組 成 物 で は 、 流 動 性 が 小 さ く 、 そ の 経 時 変 化 も 大 き か っ た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ ２ ） 強 度 発 現 性 お よ び 耐 久 性
　 表 ３ の 各 セ メ ン ト 組 成 物 を 使 用 し て 、 「 JIS R 5201」 に 準 じ て 圧 縮 強 度 測 定 用 の 供 試 体
を 作 製 し た 。
(A)得 ら れ た 供 試 体 を ３ ケ 月 間 標 準 水 中 養 生 (20℃ )し た 後 、 圧 縮 強 度 を 測 定 し た 。
(B)得 ら れ た 供 試 体 を ７ 日 間 標 準 水 中 養 生 (20℃ )し 、 次 い で 、 材 齢 ３ ケ 月 ま で 10％ 硫 酸 マ
グ ネ シ ウ ム 水 溶 液 中 で 養 生 (20℃ )し た 後 、 圧 縮 強 度 を 測 定 し た 。 ま た 、 養 生 後 の 供 試 体 を
目 視 観 察 し た 。
　 そ の 結 果 を 表 ５ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】

10

20

30

40

(6) JP 2007-186360 A 2007.7.26



【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ １ 】
　 表 ５ に 示 す よ う に 、 実 施 例 １ ～ ２ の セ メ ン ト 組 成 物 を 使 用 し た セ メ ン ト 硬 化 体 は 、 強 度
発 現 性 が 良 好 で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。 ま た 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 水 溶 液 中 で 養 生 し て も 水
中 養 生 と 同 等 の 強 度 を 発 現 で き る こ と か ら 、 耐 硫 酸 塩 性 も 良 好 で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。
　 一 方 、 比 較 例 １ の セ メ ン ト 組 成 物 を 使 用 し た セ メ ン ト 硬 化 体 は 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 水 溶
液 中 で 養 生 し た と こ ろ 強 度 が 落 ち た た め 、 耐 硫 酸 塩 性 が 低 い と い う こ と が で き る 。
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